国立大学図書館協会東北地区協会　平成23年度職員研修　開催要項
利用者ニーズを引き出せ！

～図書館アンケート・インタビュー徹底分析～

１．趣旨

大学図書館は、大学の研究・学習に必要な情報を収集し各種サービスを通してそれを提供するという役割を担っています。しかし大学を取り巻く環境や利用者の多様化により、従来の情報やサービスだけでは対応しきれていない図書館も多く見られます。そういった環境や利用者の変化に対して、図書館はどのようにサービスを提供していけばいいのでしょうか。それを知るためには、図書館及び利用者等を改めて分析する必要があります。利用者を知る手段として、多くの大学図書館がアンケートやインタビューを実施していますが、その手法が正しいのか、収集した情報を正しく分析・活用することができているのか、疑問を感じている方も多いのではないでしょうか。

本研修では、講演を通して利用調査の基礎を学び、理論に基づいた利用調査をしている図書館の事例を聞くことで自館での応用につなげ、適切なアンケートを行うことで利用者ニーズを発掘し、より良い図書館サービスを行えるようになることを目的とします。
また、特別企画として「Smiley Library プロジェクト」を実施します。これは東北地区の大学図書館関係者の継続的な交流等を推進するとともに、平成23年3月11日に起こった東日本大震災からの復興を広報資料等の作成を通じて内外にアピールするものです。
２．主催/後援及び企画

主催：国立大学図書館協会東北地区協会
後援：東北地区大学図書館協議会

企画：「職員の企画・運営による職員のためのワークショップ」企画運営スタッフ（第3期）

３．日時/会場

日時：平成24年1月30日（月）　11:30～17:00

会場：東北大学附属図書館本館　2号館4階会議室

　　　(〒980-8576 宮城県仙台市青葉区川内27-1)

交通アクセス：http://www.tohoku.ac.jp/japanese/profile/about/10/about1003/

４．参加資格/定員

東北地区の大学図書館に勤務する職員（約40名程度）
※定員に余裕がある場合、大学図書館職員以外の方の参加も可能です。

５．プログラム

	11：00-11：30
	受付：本館1号館入り口　（ランチミーティング参加者）

	11：30-12：30
	ランチミーティング　*任意参加

	12：30-13：00
	受付：本館2号館4階会議室　（講演参加者）

	13：00-13：10
	開会

	13：10-14：30

	講演：「利用調査の基本」
東北大学大学院文学研究科教授　木村邦博氏

	14：30-14：50
	休憩　

	14：50-15：50
	講演：「図書館における利用者調査の事例」
慶應義塾高等学校図書室　　上岡真紀子氏

	15：50-16：00
	休憩

	16：00-16：50
	フォローアップセッション

※講師への質疑応答（質問は事前募集含む）や参加者の意見交換

	16：50-17：00
	講評

	17：00-
	閉会

	17：30-
	情報交換会（懇親会）　*任意参加


６．特別企画「Smiley Library プロジェクト」
平成23年3月11日に起こった東日本大震災では東北地区の図書館の多くが被害を受けました。図書の落下・汚損や設備の破損により閉館を余儀なくされた図書館もあります。しかし、学生ボランティア等様々な方々からの支援を受け、そのほとんどは復旧しつつあります。今研修を機に、震災からの復興、再開館の喜び、新たな図書館に向けての意気込みなどを共に語らいながら東北の図書館の絆を深め、皆さんの元気な笑顔を全国に発信していきませんか？
■主なプロジェクト内容
・Smiley Library Wiki の立ち上げ（Web上での事前事後交流、研修成果の実施・報告、フォローアップセッションでのペアワークの成果を掲載するなどして、情報の共有・研修の充実を図る）
・研修会参加者同士の交流推進（当日のランチミーティングや休憩時間を利用した写真撮影や名刺交換、情報交換などを奨励する）
・復興状況発信ポスターの作成（3月11日の東日本大震災で被害を受けた館も多いことから、東北地区の大学図書館の外観や内観、ワークショップ当日の様子、図書館職員の笑顔の写真などを集めて復興状況の発信や東北の絆をアピールするポスターを作成し、全国の大学図書館に送付する。このポスターを作成することで、東北地区の図書館関係者の一体感を深め、継続的な交流につなげる。）
７．申込み方法

別紙「参加申込書」により、下記のとおりメールかFAXでお申し込み下さい。なお、メールの場合は件名を「【参加申込】国大図協東北地区職員研修」にして送信して下さい。
「参加申込書」ダウンロード：
http://tul.library.tohoku.ac.jp/tohoku/2011/
申込み期限：平成24年1月20日（金）
申込/問い合わせ先：国立大学図書館協会東北地区協会幹事（東北大学附属図書館総務課）

E-mail：lib-syom@bureau.tohoku.ac.jp

TEL：022-795-5911
FAX：022-795-5909

８．その他

（1）参加に要する旅費等は、参加者の所属する大学等の負担となります。

（2）参加希望者多数の場合は、大学図書館職員を優先して受付しますのでご了承ください。ご参加いただけない場合はお断りのメールをお送りいたします。

（3）昼食会の昼食代として、1000円程度、懇親会費として2000円程度を予定しています。どちらとも参加は任意です。費用は当日申し受けます。

（4）Smiley Library Wikiにて参加者同士の交流、講演の事前質問の受付、講演の感想・疑問の記入等を行います。Wiki編集のパスワードは申し込み完了後に参加者に対して送付します。開催当日までにWikiをご確認いただき、自己紹介や質問をご記入ください。
（5）当日はポスター作成に使用する写真を撮影いたしますので、ご協力お願いいたします。
　　またみなさまの職場での写真（図書館の外観や内観、職員の笑顔）も募集していますので、ご協力いただける方は提出をお願いいたします。送付先：smileylibrary2011@gmail.com
（6）昼食会・休憩時間などを利用した積極的な交流を期待しますので、ぜひ名刺をご持参ください。（手書き、手作り大歓迎です）
（7）当日は実際に図書館で行われた利用者に関する調査について講師が講評致します。自館で行われた、もしくは企画している図書館利用または利用者に関する調査の講評を希望する方はできるだけ詳細な資料（実施要綱、実際に使用したアンケート用紙等）をお送りください。

～講師プロフィール紹介～

＊東北大学大学院文学研究科教授　木村邦博氏
『日常生活のクリティカル・シンキング－社会学的アプローチ－』河出書房新社 2006ほか、社会意識・階層意識の計量的分析、社会的意思決定の数理モデルをテーマとして論文、著書多数。
＊慶應義塾高等学校図書室　　上岡真紀子氏
慶應義塾大学メディアセンターでのリテラシー教育、利用者調査に関わり、論文・講演等多数。図書館員や学生の学びへの支援を研究テーマに、慶應義塾大学文学研究科後期博士課程に在籍中。
